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研究成果の概要（和文）：本研究は、描画等による空間的表現による社会的認知の測定法及びその分析法の開発
を行い、さらにそれらの方法論を臨床社会心理学に応用するものである。我々は、信頼性を高めるために空間的
表現に対して画像解析的手法を適用した（Takemura, et al.,2017)。本研究では、我々は、フーリエ解析、特異
値分解、離散ウェーブレット変換を用いた多重解像度分析を通じて、空間的表現を解釈する方法を提案し、その
心理過程の解釈を試みた。我々は、医療関係等の専門家や非専門家に面接を行い、その方法の評価と臨床状況に
おける応用研究を行った。

研究成果の概要（英文）：We developed and proposed a new method of measurement and analysis of social
 cognition using spatial representation such as drawing technique, and applied them to clinical 
social psychology. We proposed spatial representation techniques and image analysis techniques to 
enhance the reliability (Takemura et al., 2017). In the present study, we proposed interpretation 
methods using Fourier analysis, singular value decomposition analysis, and discrete wavelet 
transform using multi-resolution analysis. We decomposed the images of the spatial representations 
into   several resolutions using discrete wavelet transform, and interpreted their psychological 
process from the results of the analysis. We also interviewed clinical experts and non-experts to 
evaluate the methods and applied them into clinical settings.
 

研究分野：社会心理学、臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、イメージや価値の空間的表

現や描画を統一的に分析することが可能

な社会的認知測定法を開発することによ

って、評定尺度法や描画法や言語プロト

コル法を補完するような形で、対人関係

や社会的事象に関する社会的認知測定の

方法論を確立することを目的としている。

また、本研究では、空間的に表現された

定性的データを、統計的画像解析手法で

あるテクスチャー解析、特異値分解、ウ

ェーブレット解析、フーリエ解析などの

さまざま手法を適用し、さらに、空間統

計学のいくつかの手法をもとに、解析法

を検討して、従来の描画法、質問紙法、

面接法との対応関係も明らかにして、臨

床への応用や社会問題の社会認知に関す

る知見を得ることを目指している。 

社会的認知の研究は、伝統的な評定尺

度を用いた研究に加えて、プライミング

課題、潜在連合テスト、さらには近年の

神経科学的手法などによる方法論的な洗

練がなされており、対人や社会情報につ

いての社会的認知の情報処理に関するこ

れまで多くの優れた研究が国内外でなさ

れている。しかし、人々の対人認知や社

会事象の素朴な認知内容を捉えるには、

従来の方法では限界があり、その補完的

方法として、臨床心理学で用いられてい

る描画のような定性的手法が有効である

可能性がある。臨床の現場においては、

クライエントに描画をさせ、その描画の

特徴から、臨床的な診断を行うというこ

とがなされている。しかし、このような

方法は、客観性が乏しいとの批判もなさ

れている。我々は、このような問題から、

描画のテクスチャー解析の技法を開発し

て、描画を分析する方法を示し、精神病

院の患者や一般成人を対象に、研究を行

ってきた。しかし、描画のような方法で

は、絵を描くのが不得意な人や、対人不

安の高い人、さらには、精神疾患患者に

ついては使用についての限界がある。そ

こで、本研究では、描画法を補完するよ

うな形で、社会的認知を空間表現で測定

する手法を開発して、さらに、このよう

なデータを数理的に解析できるような方

法論を樹立することを目指している。 

 
２．研究の目的 

本研究の第一の目標は、人々の社会問

題や対人認知などの社会的認知を空間表

現によって表現するイメージマップの手

法を開発して、その分析にあたっては、

定性的解釈に加えて、統計的画像解析手

法であるテクスチャー解析、特異値分解、

ウェーブレット解析、フーリエ解析など

のさまざま手法を適用し、さらに、空間

統計学のいくつかの手法をもとに、空間

布置表現を解析する方法を提案し、従来

の描画法、質問紙法、面接法との対応関

係も明らかにして、その方法論を確立す

ることである。また、開発した方法を用

いて、様々な地域での街づくり活動の現

場や臨床場面での社会的認知や抑うつや

ストレスや行動指標などとの関連分析を

行い、臨床社会心理学的知見を得ること

を第二の目標とする。最後に、本研究で

開発した方法をもとに、精神疾患患者や

地域の人々の、社会問題などへの社会的

認知を測定し、臨床の問題や社会活動へ

の処方箋を示唆することも第三の目標と

する。 

 

３．研究の方法  

本研究では、イメージや価値の空間的表

現や描画を統一的に分析することが可能な

社会的認知測定法を開発することによって、

評定尺度法や描画法や言語プロトコル法を

補完するような形で、対人関係や社会的事



象に関する社会的認知測定の方法論を開発

し、さらに、空間的に表現された定性的デ

ータを、統計的画像解析手法であるテクス

チャー解析、特異値分解、ウェーブレット

解析、フーリエ解析、フラクタル解析、独

立成分分析、さらには、空間統計学のいく

つかの手法をもとに、解析法を検討して、

従来の描画法、質問紙法、面接法との対応

関係も明らかにして、臨床への応用や社会

問題の社会認知に関する知見を得ることを

目指している。方法論の開発を進めるだけ

でなく、国内および国外における医療施設、

公共施設での調査をし、人々の社会認知の

内容を数理的分析を通じて解釈して、その

知見を臨床や合意形成に利用する方法論を

検討した。 

 本研究では、社会的対象に関するイメ

ージや価値についての空間的表現によっ

て測定する方法を開発した。この方法は、

図１のコルクボードやタブレットで対象

を空間表現する。従来の研究との比較の

ために、評定法や類似性評定による多次

元尺度の手法との比較も行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 描画や空間表現の例 

 

 

本研究では、精神疾患患者や健常者を

対象にして、空間表現法と描画法でのデ

ータを、スキャナーを用いて計算機画像

として取り込み、画像をいくつかに分割

して、画像情報に特異値分解などの統計

解析を実施する方法を開発する。分析法

の開発は主として竹村が行う。特異値分

析では，描画の集合を画像の各ピクセル

の濃度値（0:白から 255:黒）を要素とす

る行列と見なして特異値分解の手法を適

用することを試みる。行が「画像データ

におけるピクセルの位置（以下描画座標

と記述する）」に対応し、列が「対象者の

描いた描画」に対応する行列を作成し、

特異値分解を行う。本分析において、分

解された左特異行列Ｕは描画座標のイン

デックスをもつ。ここで、左特異行列Ｕ

を負荷量と考える。転置した元のデータ

行列 ¢X に対して右から左特異行列Ｕを
かけて縮約した行列は以下のようになる。 

X =US ¢V  ,  UUVSUX ¢¢ VS  さ
らに、描画と風景構成図の離散フーリエ

変換は以下のようになる。 

 

F k( ) = f s( )
s=0

N-1

å exp - j2πsk
N( ), j = -1

 
 

また、図２にあるように、描画や空間表現

を空間統計の手法でも解析した。 

 
 

図２ 空間表現の統計解析 

 

 本研究では、開発した空間的表現による

測定法、描画や言語プロトコルの統合的取

り扱いを探索した。また合わせて、これま



で臨床心理学者や精神医学者は投影法的観

点から描画を解釈していたが、この方法を

利用して、描画や空間的表現の解釈を行い、

あわせて画像や言語プロトコルの計量的特

徴との関係から数理的解析を行い対応付け

の分析を行い、最後に総合評価を行った。 

 本研究では、調査対象者の協力や社会的

コンセンサスを必要とするので、人権及び

利益の保護の取扱いについて十分配慮した。

具体的には、調査や実験において事前に具

体的な手順、目的についての詳細な説明、

実験後の説明、また、今後の実験者への連

絡先などを明記し、個人情報は研究の目的

以外には使用せず、研究発表において個人

情報は一切公表しないことなどを約束した。

これらにより、人権や利益の保護に関して

細心の注意を行った。また、雇用する研究

補助者への徹底的な教育を行った。また、

倫理委員会に申請書をだし、倫理委員会の

許可を求めた。 

 

４．研究成果 

 本研究では、空間表現による社会的認知

の手法を検討して新しい手法の提案および

その手法による分析研究を行い、その成果

を国内外の学会等で発表した。 

 また、臨床心理学者、精神医学者へのヒ

アリングを通じて、これらの分析の評価を

行っている。得られた評価データと画像の

特徴との対応関係構造も検討している。空

間的表現と描画は、画像解析の手法で統一

的に表すことができるので、対応付けは、

通常の正準相関分析などの統計手法に加え

て、曖昧な集合を考えたファジィ理論をも

とにした相関分析の手法で分析を行ってい

る。また言語表現についても、頻度表を対

象に特異値分解を実施できるため、同様の

対応付けが可能となっている。  

本研究により、イメージや価値の空間

的表現や描画を統一的に分析することが

可能な社会的認知測定法を開発すること

がある程度可能になり、評定尺度法や描

画法や言語プロトコル法を補完するよう

な形で、対人関係や社会的事象に関する

社会的認知測定の方法論を確立すること

が可能になったといえる。また、本研究

では、空間的に表現された定性的データ

を、統計的画像解析手法であるテクスチ

ャー解析、特異値分解、ウェーブレット

解析、フーリエ解析などのさまざま手法

を適用し、さらに、空間統計学のいくつ

かの手法をもとに、解析法を検討して、

従来の描画法、質問紙法、面接法との対

応関係も明らかにすることができるよう

になり、臨床への応用や社会問題の社会

認知に関する知見を得ることがある程度

できることが確認された。 
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